
10
日
、
秋
山
文
和
県
議
と
市
議

団
６
名
は
、
春
日
部
駅
の
鉄
道
高

架
と
そ
れ
に
伴
う
ま
ち
づ
く
り
に

関
し
て
、
進
捗
状
況
と
課
題
な
ど

に
つ
い
て
、
鉄
道
高
架
整
備
部
よ

り
レ
ク
チ
ャ
ー
を
受
け
ま
し
た
。

今
年
３
月
８
日
に
都
市
計
画
決

定
さ
れ
た
春
日
部
駅
付
近
連
続
立

体
交
差
事
業
及
び
関
連
す
る
都
市

計
画
道
路
な
ど
の
都
市
計
画
に
つ

い
て
、
埼
玉
県
・
東
武
鉄
道
と
と

も
に
検
討
を
重
ね
て
い
ま
す
。

一
方
、
２
０
１
３
年
６
月
に
策

定
さ
れ
た
「
春
日
部
市
中
心
市
街

地
ま
ち
づ
く
り
計
画
」
に
つ
い
て

は
、
東
武
鉄
道
の
輸
送
改
善
計
画

の
提
案
に
よ
り
、
駅
の
幅
が
大
き

く
変
更
と
な
っ
た
こ
と
な
ど
か
ら
、

更
新
の
必
要
性
が
生
じ
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
よ
り
一
体
的
な
ま
ち

づ
く
り
を
市
民
と
と
も
に
進
め
る

た
め
、
学
識
経
験
者
や
公
募
委
員

等
を
加
え
た
審
議
会
（
下
表
参
照
）

の
設
置
に
い
た
り
ま
し
た
。

検
討
範
囲
は
、
高
架
化
区
間
周

辺
の
約
１
５
０
ヘ
ク
タ
ー
ル
。
内

谷
陸
橋
手
前
か
ら
、
ア
ー
バ
ン
パ
ー

ク
ラ
イ
ン
は
八
木
崎
駅
手
前
、
ス

カ
イ
ツ
リ
ー
ラ
イ
ン
は
春
日
部
中

学
校
付
近
ま
で
含
ま
れ
ま
す
。

今
年
度
、
県
は
国
に
お
け
る
事

業
認
可
の
取
得
（
国
の
助
成
が
受

け
ら
れ
る
）
に
向
け
た
作
業
を
進

め
ま
す
。

市
は
鉄
道
高
架
箇
所
対
象
エ
リ

ア
の
用
地
測
量
な
ど
を
お
こ
な
う

予
定
で
す
。
こ
の
測
量
に
よ
り
、

用
地
買
収
の
対
象
と
な
る
地
権
者

数
な
ど
も
明
ら
か
に
な
り
ま
す
。

工
事
着
工
か
ら
最
短
で
完
成
ま

で
12
年
と
説
明
し
て
い
ま
す
が
用

地
買
収
交
渉
が
難
航
す
れ
ば
、
工

期
が
延
び
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

市
民
の
要
望
や
意
見
に
つ
い
て

は
、
意
見
交
換
会
や
出
前
講
座
を

継
続
す
る
と
と
も
に
、
任
意
の
勉

強
会
な
ど
も
立
ち
上
げ
、
今
後
の

ま
ち
づ
く
り
に
市
民
の
声
を
い
か

し
た
い
、
と
し
て
い
ま
す
。

富
士
見
町
地
下
道
へ
の
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
設
置
は
、
鉄
道
高
架
事
業
の

急
激
な
進
展
に
よ
り
見
直
し
と
な

り
ま
す
。
現
在
行
わ
れ
て
い
る
駅

構
内
通
行
補
助
や
、
東
口
西
口
循

環
バ
ス
（
実
証
実
験
）
は
、
そ
の

効
果
を
検
証
す
る
と
と
も
に
、
工

事
着
手
か
ら
完
成
ま
で
の
東
西
交

通
に
つ
い
て
、
市
民
要
望
を
踏
ま

え
な
が
ら
最
善
の
方
法
を
考
え
た

い
、
と
の
こ
と
で
す
。

日
本
共
産
党
は
、
東
西
交
通
確

保
に
早
期
の
地
下
自
由
通
路
の
設

置
を
提
案
し
て
い
ま
す
。
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ま
ち
づ
く
り
に

市
民
の
声
を

春
日
部
駅
付
近
の
鉄
道
高
架
と
ま
ち
づ
く
り

秋
山
県
議
と
市
議
団
が
担
当
部
レ
ク
チ
ャ
ー

今
年
度
、

用
地
測
量
等
予
定

東
西
通
行
の
保
障
と

利
便
性
確
保
を

●組織

❶学識経験者❷関係行政機関の職員

❸市内各種団体を代表する者❹公共交

通に関する事業者❺公募に応じた市民

●検討項目

①春日部駅周辺地区が目指すべき将来

像 ②市民ニーズを踏まえた機能や活

動の検討 ③高架下利用に関する検討

④駅前広場の検討



昨
年
11
月
、
市
職
員
労
働
組

合
に
生
活
支
援
課
の
職
員
か
ら

「
私
の
職
場
で
は
、
残
業
時
間

請
求
の
調
整
が
行
わ
れ
て
お
り
、

実
際
に
働
い
た
時
間
よ
り
も
大

幅
に
削
減
し
た
時
間
を
請
求
す

る
よ
う
に
代
々
引
き
継
が
れ
て

き
た
。
そ
の
た
め
、
職
員
に
よ
っ

て
削
減
さ
れ
る
残
業
手
当
は
違

う
が
、
多
い
人
は
4
割
カ
ッ
ト

に
な
る
こ
と
も
あ
る
。
そ
の
金

額
は
自
分
自
身
の
カ
ッ
ト
分
で

も
年
間
30
万
円
以
上
に
も
な
る
」

と
い
う
相
談
が
あ
り
ま
し
た
。

組
合
が
、
事
実
関
係
を
確
認

す
る
と
、
平
成
23
年
度
か
ら
残

業
手
当
を
予
算
内
に
抑
え
る
調

整
を
行
っ
た
資
料
（
電
磁
的
記

録
や
紙
媒
体
・
二
重
帳
簿
）
が

あ
り
、
職
員
の
相
談
内
容
は
事

実
そ
の
も
の
で
し
た
。

組
合
は
、
１
月
25
日
に
「
超

過
勤
務
手
当
（
残
業
手
当
）
の

不
払
い
分
に
つ
い
て
直
ち
に
不

払
い
額
を
確
定
し
支
給
す
る
こ

と
」
な
ど
５
項
目
の
要
求
書
を

提
出
し
、
早
期
解
決
に
向
け
て

交
渉
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。

こ
の
問
題
は
、
３
月
議
会
の

一
般
質
問
で
、
松
本
ひ
ろ
か
ず

議
員
が
取
り
上
げ
、
「
人
手
不

足
に
よ
つ
て
残
業
が
常
態
化
し

て
い
る
部
課
が
あ
る
。
こ
れ
は

法
令
違
反
で
あ
る
。
未
払
い
の

残
業
手
当
は
早
く
支
払
う
こ
と
、

今
回
の
不
正
の
責
任
を
明
確
に

す
る
こ
と
、
必
要
な
職
員
を
増

員
す
る
こ
と
。
二
度
と
こ
の
よ

う
な
事
が
起
こ
ら
な
い
よ
う
改

善
す
る
こ
と
」
を
求
め
ま
し
た
。

副
市
長
は
「
徹
底
的
な
調
査

を
し
て
報
告
し
た
い
」
と
答
弁

し
、
市
長
は
「
超
過
勤
務
手
当

に
つ
い
て
は
、
今
後
の
調
査
を

踏
ま
え
適
正
な
対
応
を
し
て
い

く
。
適
正
な
勤
務
管
理
と
時
間

外
勤
務
の
削
減
を
は
か
っ
て
い

く
。
」
と
答
え
ま
し
た
。

し
か
し
、
未
だ
に
「
調
査
中

を
理
由
に
」
支
払
い
方
針
・
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
示
し
て
い
ま
せ

ん
。
組
合
は
、
「
こ
う
し
た
対

応
に
不
信
感
・
違
和
感
を
覚
え

ま
す
。
あ
ら
た
め
て
、
当
該
職

員
に
速
や
か
に
支
払
う
よ
う
強

く
求
め
ま
す
。
」
と
主
張
し
て

い
ま
す
。

組
合
が
、
昨
年
か
ら
今
年
に

か
け
て
実
施
し
た
「
職
場
ア
ン

ケ
ー
ト
」
（
70
名
回
答
）
に
は

「
生
活
支
援
課
以
外
に
も
残
業

手
当
不
払
い
や
代
休
が
と
れ
な

い
な
ど
の
声
」
が
寄
せ
ら
れ
て

い
ま
す
。

組
合
は
、
「
勤
務
実
績
時
間

を
カ
ッ
ト
さ
れ
て
悔
し
い
思
い

を
し
た
方
、
気
ま
ず
い
思
い
で

調
整
行
為
に
関
係
し
た
方
、
知

り
つ
つ
も
何
も
出
来
な
か
っ
た

と
無
力
を
悔
や
ん
で
い
る
方
、

実
態
把
握
に
は
多
く
の
皆
さ
ん

の
証
言
が
必
要
で
す
。
実
態
を

把
握
し
、
反
省
し
、
み
な
さ
ん

と
一
緒
に
職
場
風
土
を
時
代
に

ふ
さ
わ
し
い
も
の
に
し
て
い
き

た
い
」
と
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

法
令
で
は
「
超
過
勤
務
は
、

公
務
の
た
め
臨
時
又
は
緊
急
の

必
要
が
あ
る
と
き
命
ず
る
こ
と

が
で
き
る
」
と
定
め
て
い
ま
す
。

必
要
な
職
員
を
増
や
し
て
「
残

業
の
常
態
化
」
を
な
く
し
、
働

き
や
す
い
職
場
に
し
ま
し
ょ
う
。
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休
日
の
当
番
医

「
予
算
内
支
給
」
に

調
整
す
る
違
法
行
為

市立医療センター ℡735-1261(夜間毎日、土･日･祝日)内･外科系 小児救急電話相談 #7119

5/19(日) (内科系)渡辺内科：米島 ℡746-3219（内） (小児科系)春日部在宅診療所ウエルネス：内牧

エミナース春日部1階℡792-0772（内、小、緩和）(外科系)岩松医院：栄町 ℡761-0077（外、胃腸、麻酔）

5/26(日) (内科系)春日部厚生病院：緑町℡736-1155（内科）(小児科系)おかだこどもの森クリニック：藤塚

℡745-7722（小、アレルギー科）(外科系)みやざわ耳鼻咽喉科：中央 ℡745-8733（耳鼻、咽喉アレルギー科）

職
員
へ
の
未
払
い
残
業
手
当
は

早
急
に
全
額
支
給
を
！

組
合
の
早
期
解
決
要

求
に
「
未
だ
調
査
中
」

無
賃
労
働
（
サ
ー
ビ
ス

残
業
）
を
な
く
そ
う
！


